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弊社製品の古紙パルプ配合率について 

 

この度、弊社が再生紙として製造している全製品を対象に、古紙パルプ配合率の調査

を実施いたしましたところ、再生紙全般にわたって、公称の古紙パルプ配合率を満たさ

ない製品が製造・販売されていたことが判明いたしました。その内容につきましては別

紙のとおりであります。 

 

本調査結果を受け、弊社は、グリーン購入法対象品として生産している製品につきま

しては直ちに生産を中止いたします。また、お客様と個々に取り決めた古紙パルプ配合

率と乖離がある製品につきましては、至急ご相談申しあげ、誠意ある対応をしてまいり

ます。 

 
今回、このような重大な事態を引き起こした原因といたしましては、現在、詳細を調

査中ではありますが、紙の品質を確保しようとするあまり、弊社の製造技術上の問題を

克服できないまま販売をしてしまったということがあったものと思われます。 
 
弊社は、今回の事態の重要性に鑑み、直ちにその経緯・原因に関し詳細な調査を行う

とともに、このような事態を招いた弊社のコンプライアンス上の問題を真摯に受け止め、

弊社のコンプライアンス体制の強化及び再発防止策の策定・実施など必要な対策を講じ、

今回のような事態を二度と繰り返さぬよう取り組んでいく所存であります。 
 
今後につきましては、より高い古紙パルプ配合率を目指して技術向上に努めるととも

に、引き続き森林認証製品の拡充にも取り組み、多面的な環境配慮型の活動を行ってま

いります。 
 
日頃から環境保全への取り組みを重要課題と意識され、弊社製品をご愛顧いただいて

おります消費者の皆様をはじめ取引先の皆様、その他関係者の皆様の信頼を大きく損ね

るとともに多大なご迷惑をおかけいたしましたことは誠に申し訳なく、ここに深くお詫

び申しあげます。 
 

以 上 



別　紙

弊社が再生紙として生産している銘柄（生産量：平成19年10月～12月平均）

1. グリーン購入法対象品

区 分 品      種
古紙パルプ配合率（％）

生産量（ｔ/月）
公称 実績

印刷用紙 上質紙 70 37 586

色上質紙等 75・70 14 5,349

情報用紙 コピー用紙 100 38 1,746

   計 7,681

2. グリーン購入法適用以外の再生紙

区 分 品      種
古紙パルプ配合率（％）

生産量（ｔ/月）
公称 実績

印刷用紙 上質紙 50～100 25 739

色上質紙等 75・70 14 511

情報用紙 コピー用紙 70 22 857

その他コピー用紙 20 20 16

包装用紙 晒包装紙 40 8 107

特抄品 加工原紙 70 70 31

   計 2,261

※上記以外で古紙パルプ配合率に乖離があるもの
   （お得意様と個別に配合率を設定した製品で配合率に乖離があるもの）

192ｔ
※ 配合率は銘柄及び生産工場の加重平均
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